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序     文 
 

フィリピン共和国では、全国で5万社以上が食品産業に従事していますが、そのほとんどが

地方の零細・中小企業であり、資金的及び技術的な制約から、市場に商品を集荷する際に、適

切な包装材や包装技術、また、デザインを用いた商品製造ができていない状態です。このため、

商品の見た目の悪さだけでなく、日持ち期間の短さといった制約が加わるため、大半の中小食

品企業の市場は極めて限定的となり、企業の収益増を阻む原因となっています。 

かかる状況の下、フィリピン共和国で唯一の国立の包装技術研究機関である科学技術省

(DOST)包装技術研究開発センター（PRDC）は、国内のこうした食品中小企業に対する包装技
術改善に係るコンサルティング･サービスの提供能力の強化、ひいては、サービスを受ける中

小企業の市場拡大を目的とした技術協力をわが国に対して要請してきました。この要請に応え

るため、独立行政法人 国際協力機構（JICA）では2005年6月から4年間の予定で「フィリピン
共和国地方食品包装技術改善プロジェクト」を実施し、これまで、PRDC職員に対する食品包
装技術や包装デザインに関する研修や実習の実施やPRDCが行うコンサルティング・サービス
に対する指導を行ってきました。 

今般プロジェクト期間の半分が経過したのに際し、これまでのプロジェクトの活動実績等を

確認し、今後の活動の方向性を検討すべく、2008年1月6日から26日までの21日間にわたり、当

機構フィリピン事務所次長 岩上憲三 を団長とする調査団を現地に派遣し、中間評価調査を実

施しました。 

本報告書は、本調査の結果を取りまとめたものであり、今後の協力実施にあたって広く関係

者に活用されることを願い取りまとめたものです。 

終わりに、本調査にご協力とご支援を頂いた関係者各位に心より感謝申し上げるとともに、

引き続きご支援をお願いする次第です。 

 

平成20年2月 

 

独立行政法人国際協力機構 
フィリピン事務所長 松田 教男 
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中間評価結果要約表 
１．案件の概要 

国 名：フィリピン共和国 案件名：フィリピン共和国地方食品包装技術改善プ

ロジェクト 

分 野：中小企業育成 援助形態：技術協力 

所轄部署：フィリピン事務所 協力金額：3億8,976万9,000円 

（R/D）：2005年6月～2009年6月 先方関係機関： 
 科学技術省 包装技術研究開発センター 

（延長）： 日本側協力機関：特になし 

（F/U）： 他の関連協力： 

 

協 力

期間 

（E/N）（無償）  

１－１ 協力の背景と概要 

フィリピン共和国（以下、「フィリピン」と記す）では、全国で5万数千社が食品産業に従

事しているが、零細企業を含む中小企業は企業数で99.6％を占め、そのうち86.2％が地方に

て操業している。しかし、地方の中小企業の多くは適切な包装技術の知識がなく、加えて包

装資材のコスト高もあって、市場に商品を出荷するうえで適切な包装を行えないでいる。こ

のため、商品の見た目の悪さや日持ち期間の短さといった制約から、大半の中小食品企業の

市場は極めて狭い地域に限定されてきた。 

包装技術研究開発センター（PRDC）は、1999年9月に設立された科学技術省（DOST）傘下
のプロジェクト・ユニットであり、設立以来、コンサルティング・サービスを通じた民間企

業に対する包装技術改善サービス（パッケージの開発、ラベルのデザイン、輸送用包装の開

発、等）の提供や、食品の保存期間試験など各種試験の実施、PRDCの有する機器の有償貸し
出し、包装技術分野の普及・地方都市における啓発活動などを積極的に開催している。現時

点でPRDCは、特に地方における中小食品企業に対し適正包装技術の導入を包括的に支援する
国内唯一の機関となっている。しかしながら、PRDCが、中小食品企業に対して包装技術改善
のより一層の普及を図っていくには、顧客である中小企業のニーズに即した食品包装技術・

知識を向上させるとともに、地方における普及啓発活動を強化することが求められている。 

かかる現状を踏まえ、地方中小食品企業の市場拡大に資するべく、PRDCの包装技術に関す
る能力強化を目的とした技術協力が要請され、2005年6月下旬から2009年6月下旬までの予定

で「フィリピン地方食品包装技術改善プロジェクト」による協力が開始された。今般、プロ

ジェクト期間の半分強が経過したことから中間評価を実施し、これまでの活動実績・成果の

検証及び5項目評価に基づく評価を行うとともに、プロジェクト残り期間での活動の方向性に

ついて提言を行うべく調査団が形成されることとなった。 

 

１－２ 協力内容 

 （1）上位目標 

 （当初） 

適正包装技術の普及・啓発の促進により地方中小食品企業の包装技術が改善され、国内・

海外市場における地方中小食品企業の製品の商品価値が高まる。 

 



 

 （改訂後） 

適正包装技術の普及・啓発の促進によりPRDCの顧客たる地方中小食品企業の包装技術が
改善され、国内・海外市場における地方中小食品企業の製品の商品価値が高まる。 

 

 （2）プロジェクト目標 

 （当初） 

地方における中小食品企業の包装技術の改善・向上に向け、適正包装技術導入支援に係

るPRDCの能力を強化する。 
 （改訂後） 

地方における中小食品企業に対する包装技術サービスの改善・向上に向けたPRDCの能力
を強化する。 

 

 （3）成果（本中間評価にて順番を改訂） 

 （改訂前） 

成果1：PRDC地方中小食品企業に対する適正包装技術導入支援に係る能力のうち、普及・
啓発セミナー、ワークショップ、企業コンサルティングに係る実施能力が向上す

る。 

成果2：PRDCの組織運営能力が向上する。 
成果3：PRDCの食品包装に係る専門能力（技術、知識）が強化される。 
成果4：PRDCの包装デザイン及びラベルデザインの開発能力が強化される。 

 （改訂後） 

成果1：PRDCの組織運営能力が向上する。 
成果2：PRDCの食品包装に係る専門能力（技術、知識）が強化される。 
成果3：PRDCの包装デザイン及びラベルデザインの製作に係る専門能力が強化される。 
成果4：PRDC地方中小食品企業に対する適正包装技術導入支援のための普及・啓発セミ

ナー、ワークショップ、企業コンサルティングに係る実施能力が向上する。 

 

 （4）投 入 

  日本側： 

  専門家派遣： 

①総括、②ビジネス・マネージメント、③グラフィックデザイン、④レトルト包装、

⑤ドライフード包装、⑥青果物鮮度保持包装、⑦包装構造設計、⑧業務調整の分野で、

計33.16人月（MM）を投入（2008年1月末まで）。 
  機材供与： 

食品包装機材、実験機材、印刷機材、車両1台、計1億4,730万円（2008年1月時点） 
カウンターパート研修：6名（於 本邦） 

 

  相手国側： 

  カウンターパート配置、事務所提供、機材運転に必要な電力、実験ラボラトリー建設経

費 



 

２．評価調査団の概要 

調 査 者 担当分野 氏 名 所 属 

総  括 岩上 憲三 JICAフィリピン事務所 
組織運営 有光 佐知子 JICA経済開発部中小企業チーム 
食品包装技術 佐藤 正忠 （株）グローバル企画 

評価分析 高橋 佳子 （有）Y’sコンサルティングオフィス 
協力計画 高嶋 清史 JICAフィリピン事務所  

調査期間 2008年1月6日～2008年1月26日 評価種類：中間評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

 （1）成果の達成度（成果番号は、改訂前PDFの番号と一致） 
1）成果1 

  ・ 具体的な技術移転活動である成果3及び4の活動結果が基となるため、成果1に係る

活動のすべてが改善されたわけではないため、成果の達成度合いは現時点では限

定的である。 

・ セミナーやワークショップの内容が、啓発的な内容から個別技術の具体的な紹介

へと変化してきた。 

2）成果2 

・ モニタリング・ガイドラインの策定や日本人専門家によるPRDCの活動計画に関す
る助言が行われたが、PRDCではプロジェクト以前から年間実施計画の策定やモニ
タリングなどを行っており、組織運営能力はある程度備わっていたと考えられる。 

3）成果3 

・ プロジェクトによる技術移転によって、カウンターパートがレトルト、ハイバリ

ア、鮮度保持包装（MAP）、輸送包装に係る基礎レベルの知識を習得した。 
・ 各技術の実用化に向けた活動を実施しており、レトルト分野では最も実用化が進

んでいる。 

・ 輸送包装については、技術移転活動が最近開始されたものの、順調に技術移転が

進んでいる。 

4）成果4 

・ カウンターパートの包装及びラベルデザインのスキルと知識の専門能力は飛躍的

に達成されつつある。 

 

３－２ 評価結果の要約 

 （1）妥当性 

上位目標及びプロジェクト目標と地方の中小企業のニーズとの整合性は、包装材供

給業者からの最低発注量の要求を満たすことが難しいという状況が依然としてあるこ

とから、「高い」と判断された。またわが国の援助政策、フィリピンの中小企業振興政

策との整合性については「非常に高い」と評価した。一方、プロジェクトのカウンタ

ーパート機関選定の妥当性については、DOST、工業技術開発研究所（ITDI）局内の課
となる格上げ案はいまだ実現されていなかったことから、機関選定の妥当性は「中程



 

度」と評価した。 

 

 （2）有効性 

  成果の達成状況： 

成果1については、地方セミナーの講習及びコンサルティングでは、包装技術に関す

る内容はかつての啓発的な概論中心から、概論に加え具体的な包装技術紹介へと大き

く進歩していることが確認されている。しかし、成果3及び4の達成によって実現され

るものであり、両成果の技術移転活動が継続中である現時点においては、成果1の達成

は限定的である。 

成果2については、プロジェクト実施以前からPRDC組織運営能力は一定程度あった
ことが確認されており、計画・立案手法やモニタリング手法の技術移転はそれほど進

んでいない。 

成果3については、研修や実技指導による技術移転を通して、これまでにカウンター

パートは基礎レベル知識の習得を完了したところである。現在では各技術の実用化の

ため、適正包装技術の特定に集約した活動を実施しているところである。レトルトに

ついては実用化が最も進んでいる。また、輸送包装技術の移転については、新たに追

加された活動であり最近開始されたばかりであるが、段ボール材の包装など、技術移

転活動は順調に進んでいるといえる。 

成果4については、カウンターパートの包装及びラベルデザインのスキルと知識の専

門能力の強化というアウトプット4の目標は飛躍的に達成されつつある。デザイナーの

カウンターパートたちは、プロジェクト活動を通じて得た知識やスキルを、中小企業

の顧客からの包装の製作やラベルデザインの依頼に直ちに応用することができる状態

になっている。 

  プロジェクト目標の達成状況： 

PRDCの顧客中小企業数、実施したコンサルティング数、セミナー参加者数等の数値
は、プロジェクト開始前と比較していずれも増加しており、また、顧客の満足度も高

い結果を示している。しかし、プロジェクト以外の介入による部分もあると判断され

るところ、プロジェクト目標の完全な達成をみるためには中間評価時点では時期尚早

である。 

 

 （3）効率性 

プロジェクト開始1年目に派遣された専門家の適性、また、これに伴うプロジェクト

活動の停滞による機材調達の遅延により、プロジェクトの効率性は低いと判断された。

実質的にプロジェクト活動が開始されてから1年程度しか経過していないことから、成

果の達成は限定的である。 

 

 （4）インパクト 

上位目標達成の見込みを判断するのは時期尚早であり、難しい。また、上位目標の

達成には中小企業側の努力など、プロジェクト目標以外にもいくつかの要因が必要で

ある。しかし、本プロジェクト実施によるその他のインパクトとして、包装材供給業



 

者のなかには中小食品企業について、例え少量の資材オーダーであっても、将来の顧

客として興味を持ち始めたとの報告があったことから、インパクトは「高い」と判断

された。 

 

 （5）自立発展性 

PRDCの組織的自立発展性は、現在のプログラム・ベースの組織であるというステー
タスを除いては、概して非常に高い。技術的自立発展性は、プロジェクト活動を通じ

てPRDCの技術スタッフ（カウンターパート）の知識とスキルが目標レベルまで向上す
るかによることから、現時点での見極めはいまだ難しいところである。財政的自立発

展性については、DOSTのPRDCへの今後5ヵ年の予算計画が確認され、DOSTから配分
される安定した財源によって、確保される見込みである。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

 （1）計画内容に関すること 

特になし。 

 

 （2）実施プロセスに関すること 

プログラム・マネージャー以下、カウンターパートスタッフが積極的に活動に参画

しただけでなく、PRDCの運営を司る科学技術省長官、次官ら高官からも高いコミット
メントを取り付けることでプロジェクト実施に十分な予算（人件費、機材のO&M経費、
出張旅費、など）が措置され、プロジェクト活動の促進に寄与した。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

 （1）計画内容に関すること 

特になし。 

 

 （2）実施プロセスに関すること 

日本人専門家の長期間にわたる不在によりプロジェクト1年目の活動が停止し、活動

の時間的効率が損なわれた。また、日本人専門家、カウンターパートともにJICA技術
協力プロジェクトの考え方を正確に理解していない面があり、これが活動に対する考

え方の齟齬につながった。 

 

３－５ 結 論 

本プロジェクトは、フィリピン側の開発政策、日本の政府開発援助（ODA）政策、ター
ゲットグループのニーズに十分対応しており、妥当である。有効性については、各成果に

向けた活動が進行中で具体的な成果も出つつあるが、プロジェクトの中間地点であり、プ

ロジェクト目標の達成に直接的な貢献を認めるまでに至ってはいない。プロジェクト1年目

の活動停滞は活動の時間的効率性低下や機材導入の時期を逸する原因となった。インパク

トについて現時点で判断するのは時期尚早であり難しいが、包装材業者などにいくつかの

予想外の効果が見受けられた。PRDCが依然としてプロジェクト・ベースのステータスでは



 

あるものの、合理化計画後は課に格上げとなること、また、今後の予算や人員が安定的に

措置される計画であることから判断するに、自立発展性は高いと判断された。 

 

３－６ 提 言 

 （1）データベースの構築 

PRDCが実施したコンサルティング・サービスの結果をデータベースに蓄積し、参照
を可能とすることで、今後の活動の効率化及び効果の向上を図るべきである。 

 

 （2）プロジェクト終了までに到達すべき技術レベルとスケジュールの設定 

移転する技術項目についてはプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）等で
合意されていたが、到達すべき技術レベルについては関係者間の合意が必ずしもされ

ておらず、プロジェクト活動の効率を阻害した。関係者による議論を通して、合意形

成を図るとともに（中間評価期間中に実施）、残りのプロジェクト期間中に実施する活

動スケジュールを早急に作成する必要がある。 

 

 （3）PDMの改訂 
 ・評価結果に沿い、PDMを見直し、プロジェクト要約（投入、活動、成果、プロジェク

ト目標、上位目標）の記述の一部改訂を提言する。 

 ・前提条件及び外部条件についても、必要な改訂を提言する。 

 

３－７ 教 訓 

 該当なし 

 

３－８ フォローアップ状況 

 該当なし 
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第１章 中間評価の概要 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

フィリピン共和国（以下、「フィリピン」と記す）では、全国で5万数千社が食品産業に従事

しているが、零細企業を含む中小企業は企業数で99.6％を占め、そのうち86.2％が地方にて操

業している。しかし、地方の中小企業の多くは適切な包装技術の知識がなく、加えて包装資材

のコスト高もあって、市場に商品を出荷するうえで適切な包装を行えないでいる。このため、

商品の見た目の悪さや日持ち期間の短さといった制約から、大半の中小食品企業の市場は極め

て狭い地域に限定されてきた。 

包装技術研究開発センター（PRDC）は、1999年9月に設立された科学技術省（DOST）傘下
のプロジェクト・ユニットであり、設立以来、コンサルティング・サービスを通じた民間企業

に対する包装技術改善サービス（パッケージの開発、ラベルのデザイン、輸送用包装の開発、

等）の提供や、食品の保存期間試験など各種試験の実施、PRDCの有する機器の有償貸し出し、
包装技術分野の普及・地方都市における啓発活動などを積極的に開催している。現時点でPRDC
は、特に地方における中小食品企業に対し適正包装技術の導入を包括的に支援する国内唯一の

機関となっている。しかしながら、PRDCが、中小食品企業に対して包装技術改善のより一層
の普及を図っていくには、顧客である中小企業のニーズに即した食品包装技術・知識を向上さ

せるとともに、地方における普及啓発活動を強化することが求められている。 

かかる現状を踏まえ、地方中小食品企業の市場拡大に資するべく、PRDCの包装技術に関す
る能力強化を目的とした技術協力が要請され、2005年6月下旬から2009年6月下旬までの予定で

「フィリピン地方食品包装技術改善プロジェクト」による協力が開始された。今般、プロジェ

クト期間の半分強が経過したことから中間評価を実施し、これまでの活動実績・成果の検証及

び5項目評価に基づく評価を行うとともに、プロジェクト残り期間での活動の方向性について

提言を行うべく調査団が形成されることとなった。 

 

１－２ 調査団の構成 

担当分野 氏 名 所属先 

総  括 岩上 憲三 JICAフィリピン事務所 

組織運営 有光 佐知子 JICA経済開発部中小企業チーム 

食品包装技術 佐藤 正忠 （株）グローバル企画 

評価分析 高橋 佳子 （有）Y’sコンサルティングオフィス 
協力計画 高嶋 清史 JICAフィリピン事務所 
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１－３ 調査日程 

 月日 曜 時刻 行 程 

 1/6 日 13:30 佐藤団員、高橋団員、マニラ到着 JL741 
9:00 JICAフィリピン事務所 打合せ 
10:30 日本人専門家との打合せ 1/7 月 
14:00 カウンターパート（C/P：プロジェクト・マネージャー）インタビュー 
13:30 有光団員 マニラ到着 JL741 
（高橋団員） 
9:00 C/Pインタビュー（成果 1関連） 
14:00 C/Pインタビュー（成果 2関連） 
（佐藤団員） 

1/8 火 

終日 機材稼働状況確認、各分野の技術移転の実績確認 
9:00 C/Pインタビュー（成果 3関連） 

1/9 水 
14:00 C/Pインタビュー（成果 4関連） 
9:00 科学技術省次官（プロジェクト・ディレクター）インタビュー 

1/10 木 
14:00 貿易産業省等、関連省庁インタビュー 

1/11 金 終日 地方食品企業・サテライトセンター視察（ブラカン州） 
（他団員） 書類整理 

1/12 土 
9:00 有光団員 帰国 JL746 

役
務
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
基
礎
情
報
の
収
集 

1/13 日 16:00 団内打合せ 
9:00 在フィリピン日本国大使館表敬 
10:00 科学技術省 長官表敬 
10:30 C/P（プロジェクト・マネージャー）インタビュー 
14:00 科学技術省幹部インタビュー 

1/14 月 

16:00 日本人専門家チーム インタビュー 
（高橋団員、高嶋団員） 
9:00 C/Pインタビュー（成果１関連） 
11:00 C/Pインタビュー（成果 2関連） 
(岩上団長、佐藤団員） 
9:00 機材稼働状況確認 
（全団員） 

1/15 火 

14:00 C/Pインタビュー（成果 3関連） 
9:00 C/Pインタビュー（成果 3関連） 

1/16 水 
13:00 受益企業インタビュー（ラグナ州） 

1/17 木 終日 
地方食品企業・サテライトセンター視察（ネグロス･オキシデンタル州バコ
ロド市周辺） 

合
同
調
査
団
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
・
評
価
議
論 

1/18 金 終日 地方食品企業・サテライトセンター視察（イロイロ州イロイロ市周辺） 
1/19 土  団内打合せ 
1/20 日  報告書執筆 
1/21 月 9:00 報告書に関する団内協議 
1/22 火 9:00 C/P、専門家との報告書協議 
1/23 水 9:00 C/P、専門家との報告書協議 
1/24 木 PM 合同調整委員会 

9:00 在フィリピン日本国大使館報告 

報
告
書
取
り
ま
と
め 

1/25 金 
11:00 JICAフィリピン事務所報告  

1/26 土 9:00 コンサルタント帰国  JL746 
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１－４ 主要面談者 

 （1）フィリピン側  

  科学技術省（DOST） 
Dr. Estrella F. Alabastro 科学技術省 長官  
Dr. Graciano P. Yumul, Jr 科学技術省 次官、プロジェクト･ディレクター  

  

  包装技術研究開発センター(PRDC) 
Ms. Daisy Tanafranca プロジェクト・マネージャー  
Ms. Elizabeth Bernardo Science Res. Specialist II (transport packaging) 
Floridel Loberiano Science Res. Specialist II (retort packaging) 
Ms. Grace Noceja Science Res. Specialist I (retort packaging) 
Ms. Cynthia Bihis Sr. Science Res. Specialist (high barrier/active 

packaging) 
Mr. Zernan de Ramos Science Res. Specialist II (high barrier/active 

packaging & retort packaging) 
Ms. Brenda Singco Sr. Science Res. Specialist (MAP) 
Ms. Ray Anne Grace Garalde Science Res. Specialist II (MAP) 
Ms. Angel Basbasan Science Res. Specialist II (MAP) 
Mr. Ermin Orendain Science Res. Specialist II (retort packaging & 

transport packaging) 
Mr. Ericson Nolasco Sr. Science Res. Specialist (packaging); IT. & running 

digital printer 
Ms. Josefina L. Diaz Sr. Science Res. Specialist (packaging); R&D (toxic 

migrants from packaging) 
Ms. Helen Grace Aranda Sr. Science Res. Specialist (packaging); R&D (toxic 

migrants from packaging) 
Ms. Ma. Abigail Consorio Science Res. Specialist II (Graphic design) 
Mr. Joel Dublin Sr. Science Res. Specialist (Graphic design) 
Ms. Rosa Malaya Mulimbayan Science Res. Specialist II (Graphic design) 
Ms. Lene Grace Dee Sr. Science Res. Specialist (Graphic design) 
  
Ms. Ma. Luz Limbaga 科学技術省 ギマラス州事務所  

  

  地方自治体  

Hon. Felipe H. Nava ギマラス州知事  
  

  地方食品企業  

Ms. Cristina dela Cruz Andrea’s Sweets オーナー  
Ms. Evelyn Gubat Marky’s Prime Bake Corp. オーナー 
Mr. Isagani and Ms. Lety Belarmino Lety’s Buko Pie オーナー  
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Ms. Virginia Chua Virgie’s Home Made Products オーナー  
Ms. Marvi Perez (owner) Rochemar Foods オーナー  
Bro. Raphael Cruz Trappist Monastery工場責任者  
Mr. Ramon & Ms. Grace Javelosa RGIE’s オーナー  
Mr. Alexander Yap BB Nuts Industries, Inc. オーナー  

  

  包装サービス提供業者  

Ms. Jackie Villanueva Bulacan Toll Packaging Plant 
Ms. Angelita Parungao 同上 

Ms. Julie Encontro Taytay sa Kauswagan Toll Packaging Plant, Inc 
  

 （2）日本側 

  在フィリピン日本国大使館 

木村 義央 商務官 

  

  JICAフィリピン事務所 
松田 教男 所長 

 

  日本人専門家 

新垣 巽 総括 

大形 進 食品包装技術 

梅田 進 構造設計 

吉田 順年 グラフィックデザイン 
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第２章 中間評価の方法 
 

２－１ 評価方法 

本評価は、「改訂版JICA事業評価ガイドライン」に沿って、日本・フィリピン双方から選出
された評価メンバーによって合同で実施した。まず、プロジェクト管理のための要約表である

プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）を用いて評価時点での投入・活動実績の確認
（計画の達成状況もしくは達成見込み）及び実施プロセスの検証を行った。その後、その結果

を踏まえ、以下のとおり評価5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の

観点から評価を行った。 

 

妥当性 
（relevance） 

プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が、
受益者のニーズに合致しているか、問題や課題の解決策として適切か、
相手国と日本側の政策との整合性はあるか、プロジェクトの戦略・ア
プローチは妥当か、公的資金であるODAで実施する必要があるかなど
といった「援助プロジェクトの正当性・必要性」を問う視点。 

有効性
（effectiveness） 

プロジェクトの実施により、本当に受益者もしくは社会への便益がも
たらされているのか（あるいは、もたらされるのか）を問う視点。 

効率性 
（efficiency） 

主にプロジェクトのコストと効果の関係に着目し、資源が有効に活用
されているかを問う視点。 

インパクト
（impact） 

プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波
及効果をみる視点。予期していなかった正・負の効果・影響を含む。 

自立発展性
（sustainability） 

援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続していく見込
みはあるかを問う視点。 

 

この際、以下の手順にて調査を実施した。 

 

 （1）既存資料の分析と評価デザインの作成 

本プロジェクトの討議議事録（R/D）、プロジェクトドキュメント、インセプションレポ
ート、プロジェクト進捗報告書等の関連書類をレビューし、中間評価の調査計画と評価グ

リッドを作成した。 

 

 （2）関係者からの聞き取り調査 

事前に送付した質問票を活用して日本人専門家、カウンターパートスタッフ等の関係者

に対し、広範な聞き取り調査を実施した。 

 

 （3）受益企業の視察及び聞き取り調査 

包装技術研究開発センター（PRDC）より食品包装に関するコンサルティング・サービ
スを受けた経験のある地方食品企業を訪問し、サービスの内容や満足度、具体的な包装の

改善例を確認した。 
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第３章 プロジェクトの実績と実施プロセス 
 

３－１ 投入実績 

 ３－１－１ 日本側からの投入 

  （1）専門家派遣 

日本人専門家はAnnex 1のとおりに派遣された。プロジェクト1年目には、1名の専門
家がチームリーダー/包装技術者の専門分野で、当初予定の2005年5月から遅れて2005年

11月から12月にかけて初回の派遣がされた。また続く2回目の派遣は、初回派遣の成果

についての最終確認に非常に長い時間を要したことから遅れ、2006年5月から6月となっ

た。2回の派遣で、計2.9人月（MM）であった。 
プロジェクトの2年目以降は、JICA-包装技術研究開発センター（PRDC）の合意に基

づき日本人専門家の派遣形態が変更され、PDMの投入が改訂された。新規計画により、
2006年9月からこれまでに（2007年12月までの間）8名の短期専門家が派遣された。専門

家の合計派遣期間はこれまでに30.26MMである。 
 

  （2）機材供与 

資機材の供与はAnnex 2のリストのとおりであり、合計支出金額は1億4,730万円であっ
た。 

 

  （3）カウンターパート本邦研修 

計6名のカウンターパートがこれまでに本邦研修に派遣された。うち3名はレトルト、

鮮度保持包装（MAP）、滅菌の包装技術コース、2名はグラフィックデザインコース、1
名はマネージメントコースでの研修が実施された。 

 

 ３－１－２ フィリピン側からの投入 

  （1）カウンターパート配置 

プロジェクトに対して、計27名のカウンターパートが配置された。 

 

  （2）施設/設備及び資機材 

PRDC及び包装プラントの建物がプロジェクト・サイトとして提供されている。また、
PRDCによってレトルト包装試験室がプロジェクト開始後に建設された。プロジェクト
によって供与されたレトルト釜等の関連機材がこの試験室に設置されている。R/Dに記
載されたプロジェクト活動に必要な資機材はフィリピン側から提供されている。 

 

  （3）プロジェクト・ローカルコスト 

PRDCはプロジェクト開始以来これまで、プロジェクトの実施に必要な経費、例えば
機械の運転・メンテナンス費用、カウンターパートの出張旅費、地方でのセミナー開催

費など、すべてをカバーしている。これまでに日本側のローカルコスト負担はない。 
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３－２ 各活動の実施状況と成果の達成状況 

 ３－２－１ 成果1について 

成果1 

 PRDCの地方中小食品企業に対する適正包装技術導入支援に係る能力のうち、普及・啓
発セミナー、ワークショップ、企業コンサルティングに係る実施能力が向上する。 

 

地方セミナーの講習及びコンサルティングでは、包装技術に関する内容はかつての啓発的

な概論中心から、概論に加え具体的な包装技術紹介へと大きく進歩していることが確認され

た。しかし、すべての包装技術が進歩したというわけではなく、ハイバリアやMAPについて
は依然としてこれまでと同等のレベルにとどまった内容となっている。これは計画の実施が

遅れているのではない。アウトプット1は、アウトプット3及びアウトプット4の達成で強化

されるPRDCスタッフの適切な食品包装の知識と技術及び包装・ラベルデザイン能力によっ
て、移転された包装技術を地方の中小食品企業へ普及させる段階のツールとして計画されて

いる。したがって、アウトプット3及び4の技術移転活動が継続中である現時点においては、

アウトプット1の活動すべてが開始できる時期を迎えているわけではない。 

 
指標 達成度 情報源 

 

地方での包装セミナー/ワークショップ/コンサルティングについ

ては、PRDCの年間実施計画が既に毎年作成されてきた。プロジェ

クトの専門家はこの実施計画についての説明をPRDCマネージャ

ーから受け、計画内容についてコメントをしている。 

 

プロジェクトチームは、年間実施計画策定のプロセスにおける再

検討と評価のため、これまでのPRDCの活動状況の情報を収集して

いる。 

 

 

PRDC 

プロジェクト・マネージ

ャー（インタビュー） 

 

専門家報告書 

（資料レビュー） 

訪問者ログブック 

（観察） 

1-a） 

PRDCのプロジ

ェクト実施計

画が毎年作成

される 

年間計画策定に必要なデータベースとして、PRDCには「訪問顧客」

と「訪問者記録」電子データはあるものの、「セミナーにおけるコ

ンサルティング記録」については、現在のところ専門家から提案

された電子データベース作成のための準備段階である。 

 

 

1-b） 

四半期モニタ

リング会議が

PRDCとプロジ

ェクトの間で

開かれる 

 

 

四半期進捗管理会議は、プロジェクト・マネージャーと日本人専

門家チームリーダーとの間で開催されており、そのなかでアウト

プット1に関しても進捗状況が確認されている。 

 

 

専門家報告書 

（資料レビュー） 
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アウトプット1は、PRDCスタッフがアウトプット3及び4の活動の

技術移転によって習得するスキルや知識を基にして開始されるべ

きアウトプットであり、現時点では適正包装技術特定のための技

術移転も計画されたスケジュールどおり継続中である。とはいえ、

ある程度の改善は地方で開催されるセミナーにおいて実施される

コンサルティングやワークショップにおいて確認されている。 

 

 

PDM 

 

アウトプット3、アウトプ

ット4の達成度 

 

専門家報告書 

（資料レビュー） 

 

適正包装技術の特定は、現在アウトプット1のテーマとしてはまだ

取り上げられておらず、ケースバイケースで実施されている。指

標で測定可能な結果の発現については、アウトプット3の進捗を待

つ必要がある。 

 

プロジェクト実施以前は、PRDCが主催するセミナーは中小企業の

啓発を目的とした包装とラベルの重要性など基礎的な概要セミナ

ーであった。プロジェクト実施後は、概要や基礎のほかに、作成

されたモジュールに沿った内容はより専門的なものになった。例

えば「レトルト包装技術」や「包装試験」「流行の包装デザイン」

などである。 

 

1-c） 

適正包装技術

（地方の中小

企業のニーズ

を基にした）が

特定される 

 

コンサルティングにおいてスタッフは、より多くの情報を提供で

きるようになっている。例えば「別様式の包装」「使用可能な包装

資材」「適切なフィリピン製品」「生鮮・半生鮮食品の保存期間延

長」などがある。 

 

カウンターパート（C/P） 

（グループ・インタビュ

ー） 

 

 

 ３－２－２ 成果2について 

成果2 

 PRDCの組織運営能力が向上する 

 

これまでにプロジェクト活動として日本人専門家は、PRDC策定の「ビジネス・プラン
（2005-2010）」にコメントづけによるアドバイスや、コンサルティング記録のデータベース

化などを提案してきており、プロジェクト後半でこれらの活動実施が予定されているところ

である。2006年に日本人専門家によって提案された「モニタリング・ガイドライン」を基に

したモニタリングシステムは、2008年中の導入をめざしている。 

PRDCのマネージャーらはプロジェクト実施以前から「年間実施計画」策定や「モニタリ
ング報告書」作成などを通常業務として行っており、これらの組織運営能力は既に一定程度

あったことが今回の評価調査で確認できた。したがって当初想定された、新規に計画・立案

手法やモニタリング手法を技術移転する必要性は感じられなかった。 
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指標 達成度 情報源 

2-a） 

モニタリング

様式の含まれ

た評価マニュ

アルが作成さ

れる 

 

日本人専門家による「モニタリング・ガイドライン（ドラフト）」

が2006年10月に作成された。このガイドラインは、プロジェクト

チームによって内容を検討して作成されたものではなく、これま

でに活用もされておらず、ドラフト版はその後プロジェクトチー

ムによる改訂もされていない。 

 

 

「プロジェクト進捗状況

報告書（2006）」 

「モニタリング・ガイド

ライン案」 

 

プロジェクト活動の四半期進捗管理会議は、プロジェクト・マネ

ージャーと日本人専門家チームリーダーとの間で開催されてい

る。 

 

 

専門家報告書 

（資料レビュー） 

 

 

2-b） 

協調活動の四

半期進捗/モニ

タリング記録

が作成される 

 PRDC独自の四半期モニタリングはプロジェクト実施前から行わ

れており、モニタリング報告書も作成されている。PRDCにおける

モニタリングは、年間計画の策定とともに彼らにとって通常業務

の一部となっている。 

 

日本人専門家は、PRDC策定の年間事業計画の説明を受け、計画内

容に対してコメントや提言をつけてPRDCのマネージメントへ提

出している。 

 

PRDC 

プロジェクト・マネージ

ャー 

（インタビュー） 

専門家 

（質問票） 

（インタビュー） 

 

 ３－２－３ 成果3について 

成果3 

 PRDCの食品包装に係る専門能力（技術、知識）が強化される。 

 

プロジェクトによる技術移転（レトルト、ハイバリア、MAP、輸送包装）については、こ
れまでにカウンターパートは基礎レベル知識の習得を完了したところである。現在では各技

術の実用化のため、適正包装技術の特定に集約した活動を実施しているところである。レト

ルトについては実用化が最も進んでいる。また、輸送包装技術の移転については、新たに追

加された活動であり最近開始されたばかりであるが、段ボール材の包装など、技術移転活動

は順調に進んでいるといえる。 
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指標 達成度 情報源 

3-a） 

技術移転のた

めの実施計画

が策定される 

 

日本人専門家チームは、年間実施計画及びコース概要と各移転予

定技術の活動を2006年10月に提出している。また、専門家は講義

ごとにテキストブックなどの教材を作成しているものの、全体の

構成を示す「研修モジュール」は作成されていない。 

 

 

C/P、専門家 

（グループ・インタビュ

ー） 

3-b） 

必要な研修や

技術移転が計

画どおり実施

される 

 

 

プロジェクト活動の四半期進捗管理会議は、プロジェクト・マネ

ージャーと日本人専門家チームリーダーとの間で開催されてい

る。 

 

 

専門家報告書 

（資料レビュー） 

 

 

 

包装技術の基本原理についての講義は、輸送包装技術分野を除い

て完了した。今後の活動は基礎の応用に焦点をあてたものとなる

予定である。 

 

 

専門家報告書 

（資料レビュー） 

 

 

3-c） 

PRDCスタッフ

の少なくとも

X％が達成/理

解の期待され

たレベルに到

達する 

 

カウンターパートの知識とスキルの、プロジェクト実施前後での

比較は以下のとおりである。 

 

◆ レトルト技術 

プロジェクト実施前（2005年） 

 - 外部食品会社レトルト釜を使用して熱分布試験、熱浸透試験

の実施 

 - 食品会社の欧米輸出用低酸性缶詰食品3種への技術支援の経

験 

 - 限定的な構造のレトルト包装用資材を使用 

  （PET/Al/ONy/CPP or SPP） 

 - レトルトプロセス前後の製品への限定的な試験パラメータ

ー（例：Aw, Moisture content, pH, commercial stability） 

プロジェクト実施後（2008年1月中間評価） 

 - 熱浸透試験の異なった処理工程の適用（低温レトルトのよう

な温度組み合わせ、製品安全性など） 

 - 包装材の簡易実用化試験（密閉幅、落下テスト、物理的欠陥

など） 

 - 別包装材（日本人専門家提供の）使用での試験包装 

 

◆ ハイバリア 

プロジェクト実施後（2008年1月中間評価） 

 - 異なるタイプのハイバリアフレキシブル包装材の特性と適

性への理解が高まった 

 - アクティブ包装技術への応用における予備試験 

 

C/P 

（グループ・インタビュ

ー） 
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◆ MAP技術 

プロジェクト実施前（2005年） 

 - 生鮮カットにんじんとキャベツのMAP技術包装の予備試験 

（マニュアル窒素洗浄、野菜の保存期間モニターのための官

能試験） 

 - 市場で入手可能な包装材の使用 

 

 

 

 プロジェクト実施後 （2008年1月中間評価） 

 - 基本認識のできた技術：ガス量置換方法による透過率測定、

野菜呼吸量測定方法、野菜鮮度検査 

 - MAP技術のための包装材の選定 

 

  

◆ 輸送包装技術 

プロジェクト実施前（2005年） 

 - 振動と落下試験の実施 

 - 非食品の輸送包装セミナー（講義のみ）開催 

 - 輸送用包装材タイプの知識 

プロジェクト実施後（2008年1月中間評価） 

 - 輸送包装用段ボールの基本デザインの手順 

 - 段ボールを使用した緩衝デザインの実践研修開始 

 - 適正段ボール材の選定 

 

 

3-d） 

ノーブランド

の包装技術が

特定され実用

化のため製作

される 

 

 

ジェネリック包装の活動は開始されていない。 

 

専門家報告書 

（資料レビュー） 

 

 ３－２－４ 成果4について 

成果4 

 PRDCの包装及びラベルデザインの開発能力が強化される。 

 

カウンターパートの包装及びラベルデザインのスキルと知識の専門能力の強化というア

ウトプット4の目標は、飛躍的に達成されつつある。デザイナーのカウンターパートたちは、

プロジェクト活動を通じて得た知識やスキルを、中小企業の顧客からの包装の製作やラベル

デザインの依頼に直ちに応用することができる状態になっている。 
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指標 達成度 情報源 

4-a） 

技術移転実施

計画が策定さ

れる 

 

PRDCのグラフィックデザイングループは、「2008年活動計画」を

作成した。自発的に実施されたこの作業は、最終的な「目標」と

「過去の状況」及び「2007年の現状」をレビューしたうえで、2008

年の活動計画が作成された。 

 

 

C/P、専門家 

（グループ・インタビュ

ー） 

「2008年活動計画」 

4-b） 

必要な研修や

技術移転が計

画どおり実施

される＊ 

 

 

＊指標4-b）は、アウトプット4の指標として適切ではない。アウ

トプット2のプロジェクト運営管理で使用されるべき指標と思

われる。 

 

 

PDM 

（資料レビュー） 

4-c） 

PRDCのすべて

のグラフィック

デザイナーは、

達成の期待され

たレベルに到達

する 

 

 

現在、カウンターパートたちは、デザインの知識やスキルを身に

つけつつある。それらは、ブランド化や販売戦略、フードスタイ

リングや写真撮影、コンピューターグラフィックソフトの包装デ

ザインへの活用などである。 

 

 

 

C/P、専門家 

（グループ・インタビュ

ー） 

4-d） 

習得した包装デ

ザインのスキル

及び知識が中小

企業の顧客のた

めに実用化され

ている 

 

 

カウンターパートは日本人専門家から技術移転されたスキルと

知識を、既に中小企業の顧客のために包装製作やラベルデザイン

に適用しはじめている。 

 

C/P、専門家 

（グループ・インタビュ

ー） 

 

３－３ プロジェクト目標達成の予測 

プロジェクト目標 

 地方における中小食品企業の包装技術の改善・向上に向け、適正包装技術導入に係るPRDC
の能力を強化する。 

 

プロジェクト目標のための「指標」（PDM）による調査結果では、PRDCの顧客中小企業数、
実施したコンサルティング数、セミナー参加者数等の数値は、プロジェクト開始前と比較して

いずれも増加していた。その反面、これらの数値はプロジェクト開始以前のPRDCでも同様で、
次第に増加していたことが同じ調査で確認されている（3-3のコラム内の表参照）。 

さらに、プロジェクト活動の実質開始は2006年9月であり、現時点ではアウトプットレベル

の目標も完全には達成されていないことも確認された。また今回実施したPRDC顧客への質問
票調査のうち、「顧客満足度」の結果はプロジェクト実施前・後のいずれも<非常に高い>から

<高い>の間であった。このことから、プロジェクトによるインターベンションにかかわらず、

顧客はPRDCから提供されたサービスについては高い満足度を示していることが確認されてい
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る。 

したがって、プロジェクト目標の指標が示すこれら数値の増加は、現時点ではプロジェクト

実施というインターベンションによる達成ではないと思われる。またプロジェクト目標の完全

な達成をみるためには中間評価時点では時期尚早である。 

 
指標 達成度 情報源 

 

PRDCの顧客数は過去5年間、ほぼ継続して増加してきた。2006年に

は、1年間で100％以上の増加があった。 

 

<PRDC顧客数の変化> 

 

 

 

（*プロジェクトは2005年に開始された。） 

 

PRDC 

プログラム・マネージャ

ー 

（質問票） 

 

a） 

プロジェクト終

了 時 ま で に 、

PRDCの中小食

品企業顧客数が

X％増加する 

貢献要因： 

2003年から2006年に増加したPRDCの顧客の数は、もともとのPRDC

の活動によるものである。 

 

PRDCのプログラム・マネージャー（プロジェクト・マネージャー）

によれば、2006年の急激な顧客数の伸びは、科学技術省（DOST）の

地方事務所からの紹介顧客が増加し、これまでの5％ほどから30％～

35％を占めるようになったことが主な要因と思われる。 

 

とはいえ、2007年の最後の四半期には、顧客はプロジェクトから移

転された技術を活用したPRDCのサービスを利用しはじめたといえ

る。 

PRDC 

プログラム・マネージャ

ー 

（インタビュー） 

 

コンサルティング数は、2007年を除き2003年から2006年の間は増加

を続けてきている。 

 

<コンサルティング・サービス> 

 

 

 

（*プロジェクトは2005年に開始された。） 

 

PRDC 

プログラム・マネージャ

ー 

（質問票） 

 

 

 

b） 

プロジェクト終

了時までに中小

食品企業へ実施

されたコンサル

テ ィ ン グ 数 が

X％増加する 

要因： 

2007年のコンサルティング数の減少は、この年の地方セミナー/ワー

クショップ開催数の減少（下の指標c）欄参照）と関連している。PRDC

は、地方でのセミナー開催時には必ず1日の最後のセッションとし

て、希望する参加中小食品企業に対しコンサルティングを実施して

いる。 

 

PRDC 

プログラム・マネージャ

ー 

（インタビュー） 

 

2003 2004 2005* 2006 2007

顧客数 100 121 110 222 255

増加率 - 21% -10% 101% 15%

年 

2003 2004 2005* 2006 2007

顧客数 729 1,390 1,500 1,750 1,318

増加率 - 91% 79% 17% -25%

年 
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地方での包装セミナーに参加する中小食品企業の参加者数は2007年

を除き、増加しつづけてきた。 

 

<セミナー/ワークショップ参加者数> 

 

 

 

 

（*プロジェクトは2005年に開始した。） 

 

PRDC 

プログラム・マネージャ

ー 

（質問票） 

 

 

 

 

c） 

プロジェクト終

了 時 ま で に 、

PRDCが主催す

る地方での包装

セミナーに参加

する中小食品企

業の参加者数が

X％増加する 

要因： 

2007年の参加者数の減少は、この年のセミナー/ワークショップ開催

数の少なさと直接的に関係している。少ない開催数は、この年から

本格的となったプロジェクト活動や本邦研修への参加にカウンター

パートが従事するようになったためである。 

 

 

PRDC 

プログラム・マネージャ

ー 

（インタビュー） 

d） 

PRDCの支援によ

って、製品に新し

い包装ラベリング

技術を導入した中

小食品企業の数が

X％増加する 

 

 

指標d）は、中間評価時現在では判断するのは時期尚早である。 

 

 

<中間評価のた

めの指標> 

 

e） 

プロジェクト終

了 時 ま で に 、

PRDCの顧客中

小 食 品 企 業 の

X ％ が、提供さ

れたコンサルテ

ィング・サービ

スに満足する 

 

 

PRDCの顧客中小食品企業30社への調査の結果、提供されたサービスに

対する顧客の満足度は非常に高かった。しかしながら、これらの顧客

のうちプロジェクト実施以前（2000年～2005年）にサービスを受けた

顧客もまた非常に高い満足度を示した。詳細は表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この結果から判断すると、PRDC顧客の地方中小食品企業はPRDCか

ら提供されるサービスに対しては、プロジェクト実施前においても

完全に満足しているといえる。PRDCの顧客の満足度については、更

に詳細に注意深い調査、特に提供される<サービスの質>についての

顧客の認識及び満足度はプロジェクト実施前後の比較が必要と思わ

れる。この中小企業のニーズを確認することは、評価目的だけでな

くプロジェクトがめざす技術のためにも大変重要である。同様に重

要なのは、効率と効果計測のためでもある、顧客からの満足度や反

応のフィードバック・メカニズムを向上させることである。 

PRDCの顧客中小食品企

業 

（質問票） 

 

 

 

2003 2004 2005* 2006 2007

参加者数 456 514 1,242 1,464 683

増加率 - 13% 39% 18% -53%

セミナー開催数 18 14 31 33 15

年 

2006-2007年
にサービスを
受けた顧客

2000-2005年
にサービスを
受けた顧客

サービスを受
けた年は不明

10社 15社 5社 30社
非常に高い 60% 73% 80% 70%

高い 30% 27% 20% 27%
中程度 0 0 0
低い 0 0 0

非常に低い 0 0 0
不明 10% 0 0 3%
合計 100% 100% 100% 100%

合計 
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３－４ プロジェクト実施プロセスにおける特記事項 
調査項目 調査項目及び調査結果 情報源 

3.1.1 プロジェクト1年目の派遣専門家交替の負の影響  

3.1 

プロジェクト実

施に影響した負

の要因 

 

- 日本人専門家の長期間に及ぶ不在によって、1年目のプロジェクト

活動において、特に技術移転については、1年近くのプロジェクト

活動停止が時間的効率に影響した。 

 

- 機材供与にもまた遅れの影響があり、結果としてプロジェクトの

「圧縮」につながった。 

 

 

C/P、専門家、 

JICA事務所 

（インタビュー） 

 

3.2.1 プロジェクト実施上の問題  

3.2 

プロジェクト実

施上の問題点 

 

 

- ほとんどの日本人専門家及びカウンターパートにはJICA技術協力

プロジェクトの考え方が正確に理解されていないと見受けられ

た。例えば「プロジェクトチームとは日本人専門家チームだけで

はなくカウンターパートとの合同チームである」、「プロジェクト

活動は協働作業であり、日本人専門家のみで効率的に実施すれば

よいものではない」、「機材供与をはじめプロジェクトの投入は、

プロジェクトの活動に必要な人材、資機材、経費である」、「日本

人専門家が技術を移転するのは、プロジェクトのカウンターパー

トである〔本プロジェクトの場合は、最終受益者（中小食品企業）

は直接の技術移転相手ではない〕」などである。 

 

阻害要因： 

本プロジェクトは、民間活用型技術協力プロジェクトであり、派遣

されている専門家は技術協力プロジェクトの考え方などを正確に

JICAから受ける機会がないまま派遣されている。したがって、上の

ような基本的な考え方であってもすべての専門家が理解しているわ

けではないことから、カウンターパートにも伝えられず共有される

こともなく技術協力プロジェクトが実施されている。運営管理上、

重要なことであり、専門家だけで目標が達成されかねない可能性も

ある。また、カウンターパート側も専門家をコンサルタントと、個

別派遣専門家と思い違いをする可能性も懸念される。 

 

 

C/P、専門家 

（質問票） 

（インタビュー） 

 

 

3.3.1 プロジェクトの定例会議開催の状況  

3.3 

プロジェクトチ

ーム・メンバー

のコミュニケー

ションの適切さ 

 

+ プロジェクト活動の進捗管理ミーティングは四半期ごとに実施さ

れ、「進捗報告書」が作成されている。 

 

 

 

「プロジェクト進捗報

告書」（資料レビュー） 

3.3.2  プロジェクトチームのコミュニケーション  

 

+ 80％のカウンターパートと専門家が、「ほぼ毎日」、専門家のPRDC

滞在中は活動を共にしている、と回答している。 

 

 

C/P、専門家 

（質問票） 
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- プロジェクトメンバー間におけるコミュニケーションが困難と見

受けられた点として、プロジェクト活動上の決定事項、特に移転

する技術の選定や、スキル/知識の到達レベル決定などについて

は、合意まで至ることが非常に困難である。これまでも、カウン

ターパートと専門家双方は意見を対立させたままの状態で、活動

にとって重要な決定であっても話し合いによる合意をみることに

困難がある。 

 

 

C/P、専門家 

（観察） 

3.4.1  DOST及びPRDCのプロジェクトへのコミットメント 

 

+ DOSTはこれまでにPRDCのプロジェクト実施に十分な予算を配分

してきている。したがって、PRDCはプロジェクト活動に必要なロ

ーカルコストをすべてカバーしてきた。例えばカウンターパート

の人件費、機材のO&M経費、地方におけるセミナー開催費やカウ

ンターパートの出張旅費などである。JICAはこれまで、これらの

費用については、ローカルコスト負担を要求されたことがなく、

負担もしていない。 

 

 

チームリーダー、 

JICA事務所 

（インタビュー） 

 

 

 

 

 

+ 過去5年間のDOSTからPRDCへの予算配分は以下のとおりである。 

 

 

DOST次官 

（質問票） 

 

 

+ PRDCではプログラム・マネージャーの強力なリーダーシップの下、

他のマネージャーやスタッフもプロジェクト活動には積極的に参

加している。 

 

（観察） 

 

 

 

+ PRDCの運営に責任をもつDOST長官及び次官は、彼らのプロジェ

クトへの全面的な支援の意思を表明していることから、DOSTのコ

ミットメントは非常に高いと判断することができる。 

 

DOST長官 

（インタビュー） 

 

3.4.2 プロジェクト合同調整委員会（JCC）会議の開催状況 

 

3.4. 

フィリピン側の

プロジェクトへ

のコミットメン

ト 

 

+ JCC会議は2006年10月より定期的に開催されており、メンバーによ

ってプロジェクト活動の進捗状況は承認されてきた。 

  第1回JCC会議（2006年10月11日開催） 

  第2回JCC会議（2007年7月17日開催） 

 

 

「プロジェクト進捗報

告書」 

（資料レビュー） 

 

(千ペソ)
2003 2004 2005 2006 2007

予算額 14,707 14,180 14,120 14,741 11,147

年 
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第４章 評価5項目による評価 
 

 評価5項目に従って評価した結果、以下のとおりとなった。 

妥当性 有効性 効率性 インパクト 自立発展性 

高い 中程度 低い 高い 高い 

 

４－１ 妥当性 

プロジェクトの妥当性は「高い」。 

上位目標及びプロジェクト目標と地方の中小企業のニーズとの整合性は、包装材供給業者か

らの最低発注量の要求を満たすことが難しいという状況が依然としてあることから、「高い」

と判断された。また日本の対フィリピン援助政策はもとより、フィリピンの中小企業振興政策

との整合性については「非常に高い」と評価した。一方、プロジェクトのカウンターパート機

関選定の妥当性については、中間評価時においても包装技術研究開発センター（PRDC）の組
織的地位は暫定的なプログラム・ベース組織のままであった。科学技術省（DOST）、工業技術
開発研究所（ ITDI）局内の課となる格上げ案の盛り込まれたDOST合理化計画は予算管理省
（DBM）へ提出済みであることは確認できたものの、いまだ格上げが実現されていなかったこ
とから、機関選定の妥当性は「中程度」と評価した。 

 
評価項目 評価項目及び評価結果 情報源 

4.1.1.1  ターゲットグループ（地方中小食品企業）のニーズとの整合性 

 

+ 地方の中小食品企業は、依然として民間包装材業者から少量の包装材や

包装技術を入手するには困難な状況である。PRDCのサービスは、中小食

品企業へ包装技術と資材を提供することによって、この困難に対処する

ものである。評価調査で、多くの中小企業は包装への要求の満足のみな

らず、彼らの小さな単位のオーダーでもPRDCが受け付けていることか

ら、PRDCの提供するサービスを有利とみているようである。 

 

 

顧客中小食品企

業 

（質問票） 

 

 

 

 

4.1.1.2 地方中小食品企業へのフィリピンの政策との整合性 

 

4.1.1 

上位目標及び

プロジェクト

目標の妥当性 

 

+ 重要なフィリピン「中期国家開発計画2004-2010（MTPDP 2004-2010）」

や DOSTの国家科学技術計画等は、現時点でも中小企業の振興が国家経

済の発展に重要であることを表明している。DOSTは、中小企業振興にお

いては、彼らの技術改善、コンサルティング・サービス、技術支援の提

供などを通じて、「中小企業技術向上プログラム（SET-UP）」の名の下に

支援を続けている。さらに、貿易産業省（DTI）の「中小企業開発計画

2004-2010」は、包装技術の改善を中小企業発展の重要な勢力として認識

している。 

 

 

DOST次官 

（質問票） 
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+ 「適正包装技術の普及・啓発促進により地方中小食品企業の包装技術が

改善され、国内・海外市場における地方中小食品企業の製品の価値が高

まる」（上位目標）、「地方における中小食品企業の包装技術の改善・向上

に向け、適正包装技術導入支援に係るPRDCの能力を強化する」（プロジ

ェクト目標）は、現在でもフィリピンの国家政策に合致している。 

 

 

PDM、 

「事前評価報告

（2004）」 

 

4.1.1.3  日本の対フィリピン援助政策との整合性 

 

+ 「持続的な経済発展」は、日本の対フィリピンODA政策の主要な3つの柱

の一つである。したがって、プロジェクトの意図する中小企業の競争力

強化はこの流れに沿ったものである。 

 

 

改定対フィリピ

ン援助政策 

(2007 年 1 月 19

日) 

 

 4.1.1.4  カウンターパート機関選定の整合性 （PRDC組織的地位） 

 

 

- DOSTの合理化構想では、PRDCはDOSTの工業技術開発研究所（ITDI）の

正式な課（Division）となる。しかしながら、この合理化計画はいまだ予

算管理省（DBM）で審議中であり、中間評価時点でのPRDCの地位は依然

としてプログラム・ベース組織である。 

 

 

DOST次官 

（インタビュ

ー） 

 

４－２ 有効性 

プロジェクトの有効性は「中程度」。 

プロジェクト実施後の改善点として、コンサルティング・サービスでより具体的な技術の選

択肢を提供できるようになったことや、包装デザインにおいてプロジェクト活動を通じて得た

知識やスキルを基盤としたサービスが提供できている点などが確認されたものの、それぞれの

アウトプット発現をめざした活動は現在も進行中であることから、プロジェクト目標の達成へ

のアウトプットからの直接的な貢献を認めるには至らなかった。プロジェクト目標に係る指標

の変動は、プロジェクト活動によるものだけではなく、PRDCのこれまでの活動が現時点での
主な貢献要因となっていることは明確であり、この点が考慮された。 

 
評価項目 評価項目及び評価結果 情報源 

4.2.1.1  プロジェクト目標の達成度 

 

- 実際のプロジェクト活動は2006年9月に開始され、各アウトプットはま

だ達成されていないことから、プロジェクト目標の指標の変動からそ

の有効性を判断するのは、時期尚早である。 

 

 

実績表 

プロジェクト目標

達成度 

 

 

4.2.1 

プロジェクト

目標の達成度 

PRDCの顧客中小企業への質問票調査の結果では、PRDCの提供するサー

ビスへの満足度においてプロジェクト実施前後の違いについて言及する

のは困難である。なぜならば、顧客の満足度は、プロジェクト実施の以

前においても高かったからであり、さらに満足した理由への回答につい

てもほとんど同じ項目であった。 

顧客中小企業 

（質問票） 
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＜PRDCの顧客の満足度＞ 

 

 

 

 

 

 

SMEs：中小企業 

 

 

＜回答した満足度の理由＞ 

 

 

 

 

 

 

*複数回答方式 

 

4.2.2.1  各アウトプットのプロジェクト目標達成への貢献 

 

+ PRDCスタッフの貢献は、包装技術に関する基本的知識といくつかの実

用化のスキルの向上（アウトプット3）及び包装とラベルデザインの基

本的知識と実用化のスキルの向上（アウトプット4）が確認された。 

 

 

実績表 

アウトプットの達

成度 

 

4.2.2.2  外的要因のプロジェクト目標達成への貢献 

 

4.2.2 

プロジェクト

目標達成の貢

献要因 

 

- プロジェクト目標の指標数値の伸び、例えばPRDCの顧客中小企業数な

どは注目すべき増加を示している。しかしながら、これは実質の活動

開始から1年あまりのプロジェクトの介入が直接的な貢献要因ではな

く、PRDCが継続して行ってきた地方中小企業への支援活動やPRDCの

働きかけでDOSTが地域事務所（全国16ヵ所）へ配置しPRDCが研修を

した「パッケージング・コーディネーター」など、プロジェクトの外

的要因がその理由と考えるのが論理的である。 

 

 

プロジェクト・マ

ネージャー 

（インタビュー） 

 

４－３ 効率性 

プロジェクトの効率性は「低い」。 

効率性の阻害要因として、プロジェクト開始1年目に派遣された専門家の適性（技術的には

適切だったがプロジェクト・マネージメントの適性）の問題によって、プロジェクト活動が1

年近く停止したこと、さらに機材供与に係る調達手続きの遅れがあった。これまでに停止した

期間に対処するべく日本側からの追加の投入（時間、人的資源）はされていない。 

また、供与機材の調査時の使用率はおおむね低い（Annex 5参照）。中間評価時点では実質の
プロジェクト活動開始から1年あまりしか経過していないことから、アウトプットの達成度は

大変限定的なものとなっている。日本側からの投入は、カウンターパート本邦研修を除いて、

満足度
2006-2007に
サービスを

受けたSMEs

2000-2005に
サービスを

受けたSMEs

提供された情報 80% 100%

技術 90% 100%

料金 80% 87%

他機関との比較で 10% 13%

満足度
2006-2007に
サービスを

受けたSMEs

2000-2005に
サービスを

受けたSMEs

大変高い 60% 80%

高い 30% 20%

その他 10% 0

合計 100% 100%
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各アウトプット達成のためにいまだ効率的に活用されているとはいえない状態である。 

プロジェクト活動に必要なローカルコストについては、これまでフィリピン側がすべてカバ

ーしており、日本側によるローカルコスト負担はなかった。貢献の要因として、DOSTが十分
な予算を確保し、プロジェクト活動に適切な投入がされてきたことが評価された。 

 
評価項目 評価項目及び評価結果 情報源 

4.3.1.1 各アウトプットの達成度  

4.3.1 

アウトプット

の達成度 

 

（「3-2 各活動の実施状況と成果の達成状況」を参照。） 

 

 

「3-2 各活動の

実施状況と成果

の達成状況」 

 

4.3.2.1  日本人専門家派遣の適切性 （人数、専門性、期間、タイミング） 

 

- これまでの専門家派遣では、2名以上の専門家が同時期に派遣され、いく

つかの専門家の講義は同時に実施された。このことは、コンサルティン

グ・サービス提供のためにより多くの知識を得たいPRDCのカウンターパ

ートたちにとって、複数の講義へ参加しにくい結果となっていた。 

 

 

C/P 

（インタビュー） 

 

 

- JICAは1名の専門家をプロジェクトに派遣したが、この人物の専門性に問

題はなかったものの、マネージメントとしての能力の適切性の見極めか

ら失敗に終わっている。結果として、プロジェクトはこの専門家と交代

のための後任専門家チームが到着する2006年9月まで、実際のプロジェク

ト活動の開始を待たねばならなかった。 

 

C/P 

（インタビュー） 

 

 

4.3.2.2  カウンターパート配置の適切性（人数、配置の状況、適性） 

 

+ 計27名のカウンターパートがプロジェクトに配置された。これは、計画

された投入（4名の管理職と18名の技術スタッフ）を上回る適切な配置で

あった。 

 

 

PRDCプロジェ

クト・マネージャ

ー 

（質問票） 

 

4.3.2.3  供与機材の適切性（仕様、数量、品質、導入のタイミング） 

 

+ おおよその機材は主に試験及び製品テストに使用されており、オペレー

ターは顧客の試験依頼やセンター内での試験のための操作はできてい

る。 

 

 

Annex 5 

 

- 供与機材の使用頻度は概して低い。 

 

Annex 5 

 

 

4.3.2 

アウトプット

への転換から

みた投入の適

切性 

- レトルト釜の設置完了の遅れは、配管のヒビと組み立て作業に問題が生

じたことが原因であった。これにより、レトルト包装関連の活動に遅れ

が出た。 

 

専門家 

（インタビュー） 
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- 日本人専門家チームの派遣計画のなかには、ダイカッター（2006年供与

機材）を使用する技術移転をする専門家が含まれていない。機材納入業

者が提供するオペレーション研修だけではカウンターパートがその操作

を習得するのが難しいことが懸念されている。 

 

 

専門家 

（質問票） 

4.3.2.4 カウンターパート本邦研修の適切性（人数、目的、研修内容、期間、タイミング） 

 

+ 研修参加者は、80％以上の日本研修で学んだテーマは、彼らの専門的知

識とスキルの獲得に有益であったと回答している。日本での研修の内容

はプロジェクト活動と一致しており、すべての参加者の研修ニーズを満

たすものであった。またほとんどの研修参加者が、帰国直後に日本で作

成した「アクションプラン」をそれぞれの職場で開始させていた。 

 

 

C/P研修参加者 

（質問票） 

4.3.2.5  日本側ローカルコスト負担の適切性 

 

+ 日本側は、一切のローカルコスト負担はなかった。 

 

JICA、専門家 

（インタビュー） 

 

4.3.2.6  フィリピン側ローカルコスト負担の適切性 

 

+ フィリピン側はプロジェクト活動に必要な経費、例えば機械の運転/メン

テナンス費用、カウンターパート旅費、セミナー開催費など、これまで

すべてをカバーしている。 

 

 

専門家 

（質問票） 

4.3.3.1  効率性に貢献した要因 

 

+ カウンターパート本邦研修においては、カウンターパートの力量を把握

している日本人専門家が全面的にコースをアレンジし、日本での研修も

担当するなど、フィリピン国内でのプロジェクト活動との整合性が確保

された研修となっていたことが、本邦研修の成果としてアウトプット産

出へ貢献し、効率性を高めた。 

 

 

C/P、専門家 

（インタビュー） 

4.3.3.2  効率性を阻害した要因 

 

- 2005年から2006年にかけてのプロジェクト活動の停止は、時間的効率を

阻害しただけでなく、機材供与遅れの原因ともなった。 

 

JICA事務所 

C/P 

（インタビュー） 

4.3.3.3  アウトプット達成のための外部条件（PDM）が満たされる可能性 

 

4.3.3 

効 率 性 の 貢

献、阻害要因 

 

+ いくつかの現PDMの外部条件は見直しの必要があるものの、ほぼ外部条

件は満たされているといえる。 

 

C/P 

（インタビュー） 

 

 



－22－ 

４－４ インパクト 

プロジェクトのインパクトは「高い」。 

プロジェクト終了後、上位目標の達成にはプロジェクト目標以外にもいくつかの要因が必要

である。 

中小食品企業の国内または海外における商品価値を高める（上位目標）ためには、PRDCの
サービス提供による包装技術の改善だけではなく、その他の要因による改善も必要である。こ

れらの要因については、地方における中小企業のための支援のチャンネルとして、資金調達、

包装資材の調達、可能な市場の見極めへの支援（DTI、DOST）などが存在することが確認され
た。また、PRDCは2005年から独自の構想により、地方での「地域有料包装センター（サテラ
イトセンター）」の設立にも技術的支援をしており、地方自治体や商工会議所へ設立を働きか

けるなど、DOST地方事務所や県事務所と連携して積極的な活動を展開している。一方、中小
企業にとっては、これら支援チャンネルへのアクセスがどれだけできるかが、同様に重要な要

因となっている。 

PRDCでの本プロジェクト実施によるその他のインパクトとして、包装材供給業者のなかに
は中小食品企業について、例え少量の資材オーダーであっても、将来の顧客として興味を持ち

はじめたとの報告があった。 

 
評価項目 評価項目及び評価結果 情報源 

4.4.1.1  上位目標達成の見込み  

4.4.1 

上位目標達成

の見込み 

 

 

現時点で上位目標達成の見込みを評価するのは時期尚早である。 

 

 

専門家 

（質問票） 

- 国内・海外における中小食品企業の製品の市場価値を高めるには、PRDC

の包装技術改善の提供を通じてだけではなく、その他の要因である、機

械の投資、販売戦略などが必要である。 

 

プログラム・マ

ネージャー 

（質問票） 

 

+ 改善された包装技術は、地方政府や大学、NGOによる資金提供を受けた

サテライトセンターなどを通じて、地方の中小食品企業にも普及されつ

つある。PRDCは、これらのサテライトセンター設立呼びかけの段階か

らイニシアティブをとり、プラントの設計から人材の育成まで継続した

技術支援をしていることが確認された。 

 

DTI、DOST 

（インタビュー） 

 

 

 

+ DOSTの地方事務所/県事務所のスタッフは、地方の中小企業の要求に対応

してきており、企業の要求が彼らの能力を上回る場合にはPRDCへこれ

らの企業を紹介してきた。DOSTが提供しているサービスに加えて、DTI

もまた地方の中小企業に対して融資、包装材の調達、製品の販売先など

の支援をしている。 

 

中小食品企業 

（訪問とインタ

ビュー） 

上位目標： 

 

「適正包装技

術の普及・啓

発の促進によ

り地方中小食

品企業の包装

技術が改善さ

れ、国内・海

外市場におけ

る地方中小食

品企業製品の

市場価値が高

まる」 

+ 中小食品企業のなかには、PRDCのサービスを受けたのち、短期間で相

当な売り上げの向上を見せた企業もあった。 

 

 



－23－ 

 

 

例として、2006年にPRDCが包装の技術的支援をした結果、その土地の

焼菓子を製造販売する企業は、翌2007年にはその売り上げを2,000万ペソ

へと2005年の2倍に伸ばして、小規模から中規模企業（従業員数100名以

上、資本金300万ペソ以上）へとグレードアップを果たした。この会社

では、PRDCの支援を完全なものとするため、自らも6ヵ月間かけて市場

調査をし、包装デザインや新販売価格を決定していた。 

 

 

4.4.2.1  プラスのインパクト 

 

+ プロジェクトの介入によって、包装材納入業者のなかには中小企業に対

して潜在的な顧客とみなして、少量のオーダーであっても注目しはじめ

た業者が出てきている。 

 

 

C/P 

（質問票） 

4.4.2.2  マイナスのインパクト 

4.4.2 

プロジェクト

実施による、

その他のイン

パクト 

 

中間評価時点では、深刻なマイナスのインパクトは発見されなかった。し

なしながら、プロジェクト実施によるマイナスのインパクトは、引き続き

注意深くモニターする必要がある。 

 

 

C/P、専門家 

（質問票） 

 

４－５ 自立発展性 

プロジェクトの自立発展性は「高い」。 

PRDCの組織的自立発展性は、現在のプログラム・ベースの組織であるというステータスを
除いては、概して非常に高い。DOSTによれば、政府の進める合理化後にはPRDCの地位は課
（Division）に格上げされる予定となっている。技術的自立発展性は、プロジェクト活動を通
じてPRDCの技術スタッフ（カウンターパート）の知識とスキルが目標レベルまで向上するか
によることから、現時点での見極めはいまだ難しいところである。また、PRDCの財政的自立
発展性については、DOSTのPRDCへの今後5ヵ年の予算計画が確認され、DOSTから配分される
安定した財源によって、確保される見込みである。 

  
評価設問 評価設問及び評価結果 情報源 

4.5.1.1  PRDCの組織的自立発展性の見込み 

 

+ PRDCは、プログラム・ベースの地位からひとつの正式な課（Division）

となり、その予算の支出は補助金（GIA）から一般充当予算（GAA）と

なる予定である。現在21名の契約ベース・スタッフのうち、17名につい

ては合理化後には正社員となる予定であるが、残り4名についてはPRDC

での業務が続けられることを前提に所属先の対応を検討中である。 

 

 

DOST次官 

（質問票、インタ

ビュー） 

- 合理化計画は、現在までのところ正式に承認はされていない。 

 

プログラム・マネ

ージャー 

 

4.5.1 

組織的自立発

展性 

+ PRDCの人員についてDOSTは、過去5年間、常に安定的に配置をしてきた。 （質問票） 
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+ PRDCの顧客数はこの5年間増加傾向にあり、これら顧客はPRDCが提供

するサービスに対して高い満足度を示している。 

 

顧客中小企業 

（質問票） 

4.5.1.2  地方の包装センター設立の状況 （PRDCの技術支援） 

 

PRDC 

プログラム ･マ

ネージャー 

プロジェクト ･

マネージャー 

（質問票） 

 

 

+ 地方におけるサテライトセンターの設立は、2004年末、PRDCによって

その構想が発案された。センター設立の主な目的は、地方におけるパッ

ケージ製作の発展とPRDCが提供しているサービスの地方展開、そして

地方への包装技術普及の場としての役割を果たすことである。 

 

この構想は、地方のDOST及びDTIのみならず地方政府ユニット（LGUs）

や民間にも評判よく受け入れられた。現在のところ、3ヵ所のサテライ

トセンターが、それぞれブラカン（リージョン3）、イロイロ市カウスワ

ガン（リージョン6）、イロコス・ノートル（リージョン1）に設立され

ている。さらに、1ヵ所の保存期間試験ラボラトリーがセブ島のDOST 7

内にある。 

 

 

 

+ また一方、PRDCはすべての関係者に対して、妥当な基礎または十分な

フィージビリティー調査なしにサテライト有料包装プラントの性急な

導入はない、と警告した。PRDCがこのような表明をしている理由とし

て、ブラカンに設立されたサテライトセンターが、施設運営の困難に直

面しているからである。これは、2007年6月の選挙の結果、県政府のリ

ーダーが交代したことによるものであった。現在センターの稼働は2007

年11月から完全に停止している状態であり、2008年春からの新規に設立

される民間による再始動が待たれているところである。 

 

ブラカン・サテラ

イトセンター 

（訪問視察） 

 

DOSTブラカン県

事務所職員 

（インタビュー） 

 

4.5.2.1   PRDCの財政的自立発展性の見込み 

 

+ DOSTはこれまでPRDCに対して十分な予算を配分してきている。 

 過去5年間の予算配分実績は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

DOST次官 

（質問票） 

 

 

 

 

 

4.5.2 

財政的自立発

展性 

+ PRDCへの今後5年間の予算配分計画は以下のとおりである。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

2003 2004 2005 2006 2007

スタッフ数 20名 21名 24名 24名 27名

年 

(千ペソ)

2003 2004 2005 2006 2007

実績額 14,707 14,180 14,120 14,742 11,148

年 

(千ペソ)
2008 2009 2010 2011 2012

予算額 26,191 14,180 28,811 31,692 34,940

年 
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+ PRDCの顧客からの包装製作やラベルデザインから得る独自収入の毎年

の割合は、DOSTからの予算額のおよそ10％前後である。 

 

 

プロジェクト・マ

ネージャー 

（質問票） 

 

4.5.2.2   機械の運転費用及びメンテナンス費用充当の見込み 

 

 

+ PRDCは、機械の運転及びメンテナンスのために配当された予算をもっ

ている。 

 

 

 

 

 

* この予算は、機械や試験室の機材や設備の保守契約の予算としても運

用できる。 

** この予算は、スペアパーツ、機械、試験室の資機材のためのもの。 

 

 

PRDC 

プロジェクト・マ

ネージャー 

（インタビュー） 

4.5.3.1  PRDCのマネージメント能力 

 

- PRDCでは、提供したコンサルティング・サービスについての情報が、

体系的に整理できていないことから、これらはプロジェクトや事業の運

営管理において、マネージメントへの有効なフィードバックを阻害して

いる。 

 

 

専門家 

（質問票） 

 

 

4.5.3.2  プロジェクトによる移転技術が保持される見込み 

 

4.5.3 

技術的自立発

展性 

 

- 中間評価時点において、プロジェクト終了後にカウンターパートへの移

転技術が維持できるかを見込むのは、まだ時期尚早である。継続した技

術力維持の努力は必須である。 

 

+ PRDCは、その技術レベルを更新するための外部とのチャンネルをもっ

ている。例えば、新しい技術を習得するためにスタッフをミシガン大学

へ派遣するなど試みている。また技術交換のためには、フィリピン包装

研究所や民間包装材生産者や納入業者などとの良好な仕事の関係も維

持している。 

 

 

C/P、専門家 

（グループ・イン

タビュー） 

 

４－６ 結 論 

本プロジェクトは、フィリピン側の開発政策、日本のODA政策、ターゲットグループのニー
ズに十分対応しており、妥当である。有効性については、各成果に向けた活動が進行中で具体

的な成果も出つつあるが、プロジェクトの中間地点であり、プロジェクト目標の達成に直接的

な貢献を認めるまでに至ってはいない。プロジェクト1年目の活動停滞は活動の時間的効率性

低下や機材導入の時期を逸する原因となった。インパクトについて現時点で判断するのは時期

(ペソ)

2005 2006 2007 2008

プロ・サービス * 280,000 992,502 1,336,489 554,000

修理・メンテナンス** 165,000 2,627,000 740,000 500,000

合計 445,000 3,619,502 2,076,489 1,054,000

年 
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尚早であり難しいが、包装材業者などにいくつかの予想外の効果が見受けられた。PRDCが依
然としてプロジェクト･ベースのステータスではあるものの、合理化計画後は課に格上げとな

ること、また、今後の予算や人員が安定的に措置される計画であることから判断するに、自立

発展性は高いと判断された。 
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第５章 提 言 
 

本中間評価調査において、初年度の活動停滞にもかかわらず、計画された技術移転は予定ど

おり進められており、プロジェクト目標達成に向けて前向きに進んでいることが確認された。

しかし、今後、プロジェクト目標達成をより確実なものとするためには、いくつかの懸案事項

が残されているところ、中間評価団は、中間評価調査の結果と今後の見通しに基づき、次の諸

点を提言した。 

 

 （1）データベースの構築 

包装技術研究開発センター（PRDC）ではこれまでに多くのコンサルティング・サービ
スを提供してきているが、これらの記録は体系的にPRDC内に蓄積されておらず、スタッ
フは類似の質問や照会が寄せられた際に、過去の経験を参照して回答することができない

状態である。このため、PRDCの運営をより効率的かつ効果的に行うためにも、現在紙ベ
ースで残されている過去のコンサルティング・サービスの記録をまとめたデータベースを

構築するとともに、引き続き記録をとり、データベースに入力していく必要がある。 

 

 （2）プロジェクト終了までに到達すべき技術レベルとスケジュールの設定 

本プロジェクトでは、行われるべき技術移転活動についてはPDMにて設定されているも
のの、プロジェクト終了時までにカウンターパートが習得すべき技術のレベルが明確に関

係者間で共有されてこなかった。この結果、技術移転の内容について、しばしば専門家と

カウンターパートとの間で考え方に齟齬が生じ、プロジェクトの効率的な実施の妨げとな

ってきただけでなく、終了時評価にてプロジェクトの成果が測定できない懸念がある。 

かかる状況の下、中間評価団より、技術到達点を設定することを提案し、本評価期間中

に数次にわたり議論が行われ、ミニッツのAnnex 6のとおり、プロジェクト終了時にカウ
ンターパートが習得しておくべき能力について合意が形成された。 

また、中間評価団は、終了時評価が実施される予定の2009年2月までの詳細な活動スケ

ジュールを、以下の点に留意しつつ作成するようPRDC及び専門家チームに対して提言し
た。 

・鮮度保持包装（MAP）技術及びハイバリア包装材を活用した分野で、PRDC側からの
新しいニーズ及び要請があることに留意すること。 

・専門家チームは、カウンターパートとの協働作業を通じて、2008年12月まで技術移転

研修に係るモジュールを作成すること。 

・カウンターパートが技術移転研修を最大限に活用できるよう、専門家派遣の日程を考

慮すること。 

・PRDC側のニーズを改めて確認し、ニーズにあった専門家を派遣するよう努めること。 
・今後の技術移転活動は、理論と実践の間のギャップを埋めるべく、実際の食品製品を

題材として実施すること。 

・この際、応用の問題から日本の食品製品ではなく、フィリピンの食品製品を題材とし

て活動を行い、当地にあった適正技術の確立をめざすこと。 
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 （3）PDMの改訂 
中間評価結果からPDMの改訂が提言され、プロジェクト関係者とワークショップを実施

し、改訂案を作成した。この改訂案は2008年1月24日の合同調整委員会（JCC）で承認され
た。 

 
改訂前（2006年7月版） 改訂後（2008年1月） 変更の理由 

 

上位目標 

Increase marketability of SME food 

products in local and export markets. 

 

 

Increase marketability of PRDC’s client 

SMEs’ food products in local and export 

markets. 

 

 

すべてのSMEが対象では、

上位目標が高すぎるため、

「SME」から「PRDCの顧

客SMEs」と限定的なものと

した。 

 

 

プロジェクト目標 

Enhance the capacity / capability of 

PRDC to improve and upgrade the 

packaging technologies of SMEs in 

the food sector in the regions. 

 

 

 

 

Enhance the capacity / capability of 

PRDC to improve and upgrade the 

packaging technologies services to 

SMEs in the food sector in the regions. 

 

PRDCのSMEに向けた「包

装技術サービス改善」の能

力向上であることを明確に

した。 

「PRDCの能力向上」では、

アウトプットレベルの言い

換えになっているため。 

 

 

成 果 

 

PDM（Ver.2参照） 

 

 

成果1（旧成果2） 

成果2（旧成果3） 

成果3（旧成果4） 

成果4（旧成果1） 

 

 

成果を時系列にすること

で、スケジュール管理やモ

ニタリングが容易にできる

ようにした。 

 

活 動 

 

 

PDM (Ver.3)参照 

 

 

専門家とC/Pによる「活動」

を再検討した結果。 

 

 

外部条件 

 

① 活動からアウトプット達成に

必要な外部条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DOST budget allocated for the Project 

is secured properly. 

 

削除 

 

 

現状から外部条件とする必

要なしと判断した。 
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The counterparts in PRDC remain in 

those positions. 

 

 

The counterparts in PRDC trained by 

the Project remain in those positions． 

 

 

プロジェクトによって技術

移転されたC/Pにのみ限定

した。 

 

② アウトプットからプロジェク

ト目標達成に必要な外部条件 

 

 

 

 

 

 

 

PRDC implements its own field 

activities as planned to directly cater 

packaging consultancy / information 

dissemination services to local SMEs. 

 

削除 

 

 

 

 

 

プロジェクトで実施すべき

内容とも深くかかわり、

PRDCと検討できる事項で

あるため外部条件ではな

い。 

 

PRDC plan will be aligned with DOST 

regional activities. 

 

削除 

 

 

現状から外部条件とする必

要なしと判断した。 

PRDC will maintain linkages with and 

collaborate with relevant parties 

(DOST, DTI, LGU, private sector, etc) 

 

削除 

 

 

現状から外部条件とする必

要なしと判断した。 

 

③ プロジェクト目標から上位目

標達成に必要な外部条件 

 

 

 

 

 

 

 

Economic conditions will not 

adversely affect economic activities of 

PRDC’s client SMEs in the food sector 

in the region. 

 

削除 

 

 

 

 

（一つ上のレベルに移動） 

 

 

 

なし 

 

 

 

 

 

SME promotion policies of the 

government agencies (DOST and DTI) 

concerning packaging technology 

improvement are maintain. 

 

 

（一つ上のレベルから移

動） 

プロジェクト目標から上位

目標達成に必要な外部条件

であると判断した。 

 

なし 

 

 

Satellite Toll Packaging Centers are 

established in the regions. 

 

上位目標達成に必要な外部

の条件であるため。 

なし 

 

 

Packaging coordinators and officers in 

DOST regional / provincial offices are 

continue their activities. 

 

上位目標達成に必要な外部

の条件であるため。 
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④ 上位目標の便益を維持するた

めに必要な外部条件 

 

SME promotion policies of the 

government agencies (DOST and 

DTI)concerning packaging technology 

improvement are maintain. 

 

 

 

 

 

削除 

 

 

 

 

 

（一つ下のレベルに移動） 

 

なし 

 

Economic conditions will not adversely 

affect economic activities of PRDC’s 

client SMEs in the food sector in the 

region. 

 

（一つ下のレベルから移

動） 

上位目標の便益を維持する

ために必要な外部条件であ

ると判断した。 

 

 

指標/入手手段 

 

 

PDM (Ver.3) 参照。 

 

それぞれの目標の達成度を

測る適切な指標を設定し、

必要なものは数値目標も明

確にした。 

 

 

前提条件 

 

 

変更なし。 

 

前提条件のため、変更の必

要なし。 
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第６章 総括所感 
 

今回の中間評価では、これまでの約2年半の活動を通して、計画された活動はおおむね順調

に進められてきたこと、また、最初の1年間の活動が停滞してしまったのは、包装技術研究開

発センター（PRDC）、JICA双方にとって不幸であったものの、関係者のコミットメントと努力
によってカバーされ、プロジェクトは前向きに進んできていることが確認された。 

専門家チームについては、初年度担当した専門家が作成してコミットした計画に沿って活動

を進めざるを得ず、チームとしての独自性や持論を出すことが時として難しい局面も多かった

ようだが、既存の計画を尊重しつつもカウンターパートのニーズやレベルを確認し、柔軟かつ

効果的に技術移転活動を進めてきた。カウンターパートも主体的にプロジェクト活動へ参加し

ており、新しい技術を習得する意欲も高く、移転される技術内容を巡って専門家とカウンター

パートとの間で意見がまとまらない場面も見られたものの、プロジェクト活動が活発に進めら

れる原動力となった。特に、プロジェクト・マネージャーの貢献は非常に大きく、活動内容を

細部にわたって把握し、専門家を含めたプロジェクトチームだけでなく、科学技術省（DOST）
長官やプロジェクト･ディレクターである次官らとも情報共有を積極的に図り、省内幹部から

の継続的かつ強力な人的・資金的支援を取り付けてプロジェクトの円滑な運営に資した点は、

特筆するに価する。 

このような関係者の努力と熱意によって技術移転は順調に進んできているが、真のプロジェ

クト目標の達成に向けて、残り期間では以下の点に留意しつつ活動を進めていく必要があると

思料する。 

まず、言うまでもなく、プロジェクトで実施する技術移転の目的は、民間企業に対してコン

サルティング・サービスを提供するためであり、PRDCに技術を蓄積し、研究機関として進化
させるためではない。この意味において、プロジェクトを本当の意味で成功させるためには、

PRDCは民間企業との接点を保ちながら、実際のサービスの提供と、データ・技術の蓄積・フ
ィードバックを繰り返し、確固とした理論・技術だけでなく、応用力も兼ね備えた機関として

成長していかなくてはならない。本調査の期間中に関係者が議論を重ね、残り期間では実際の

顧客のニーズに応じて実践的な実験活動を行うことが合意されたが、これはまさにPRDCに蓄
積された技術をベースに応用力を伸ばすために非常に重要なプロセスであり、単に実験を重ね

るだけでなく、カウンターパートが自ら考えて応用する姿勢や能力を身につけていくことが求

められている。また、こうした姿勢を引き出すところで専門家チームの技術指導の真価が問わ

れている。 

また、民間企業との接点を保つためには、地方食品企業とPRDCをどのようにリンクさせる
かを検討していく必要があろう。本調査期間中は、PRDCから支援を実際に受けて製品の改良、
ひいては市場の拡大に成功した企業を数社訪問する機会を得たが、PRDCの提供する技術もさ
ることながら、支援を希望する地方中小食品企業とマニラ首都圏にあるPRDCとの間を仲介す
るDOSTや貿易産業省（DTI）の州事務所職員が非常に大きな貢献を果たしていることがわかっ
た。PRDCは地方に支所をもたないため、ニーズ発掘はこうした州事務所等の既存の「足場」
に頼らざるを得ないが、DOSTもDTIも州事務所の職員は多業務を担っていて数も限られており、
フィリピン政府が進める合理化計画に鑑みれば、人数増は期待できない。このため、地方での

関係機関間の情報共有の効率化やPRDCとの緊密な連携体制の強化は、PRDCのミッション達成
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に向けて極めて大きな課題として残されていると考える。 

今回の中間評価調査は、PRDC、専門家、JICAの関係者全員が、過去を顧みつつ現在の位置
を確認し、改めて行く道と目標を明確に共有化する場として大変意義深い機会であった。上述

のとおり、本プロジェクトの目標は、PRDCに技術を蓄積することではなく、製品改良により
地方中小食品企業の市場を拡大することであり、これに鑑みれば、本プロジェクトは長い道の

りの一部に過ぎない。PRDCの運営の効率化や、地方でのニーズ発掘体制の強化など、技術移
転以外で抱える中長期的な課題に対しても着実に取り組んでいく姿勢が求められている。 

 



付 属 資 料 

 

ミニッツ及び合同評価報告書 
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